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研究成果の概要（和文）：　本研究は、災害時の緊急避難行動にみられるヒューマン・エラーを進化心理学の観
点から捉え直すことで、その基本特性および制御方法を解明することを目的とした。東日本大震災にかんする国
交省の避難行動調査の2次分析を行ったところ、情報収集や家族保護、職務遂行などの社会的行動が避難行動の
遅延要因であることがわかった。また、「田んぼを見に行く」ようなスカウティング行動は、30歳代と60歳代の
男性に典型的にみられ、性選択と血縁選択が2重に影響していることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Emergency actions will be taken unconsciously and automatically based on 
heuristic judgments. From the view point of evolutionary psychology, we have studied the evacuation 
behavior in the great east Japan earthquake. As the results, gathering information, caring family 
member, and In-group mission brought about the delay of evacuation. And scouting behavior such as "
go to watch our rice field" are seen in male of 30's and 60's.

研究分野：社会学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
これまでの防災･減災科学は、合理的手段
による自然災害の克服という形で展開され
てきた。ところが、災害予測や警報システム
等の合理化が進めば進むほど、個々の人間は、
専門家や行政機構の判断に大きく依存する
ようになり、リスク探知や回避行動の能力を
次第に欠落させていくことになる。こうした
パラドクスは、安全管理システムの高次化に
伴う自己防御能力の脆弱化という意味で、
「人間の自己家畜化」（小原 1989）の一側面
として捉えることができるだろう。 
このような防災・減災科学のパラドクスを
解決するためには、緊急時に繰り返されるヒ
ューマン・エラーを科学的に解明し、人間の
側の行動方略を最適化していく必要がある。
「台風がくると田んぼを見に出かける」など、
繰り返される失敗には、本人が自覚している
理由（食料や水の管理義務）だけでなく、進
化上の無意識的な理由（緊急時の偵察行動や
縄張り点検）が大きく関与している。一見す
ると奇妙で愚かな行動の背後に、「理性のあ
ずかり知らぬ理屈」（Pascal 1670）を発見し
ていくのが進化心理学の真骨頂である（cf. 
Gigerenzer 2009, Kenrick et al 2013）。 
とりわけ本研究が着目するのは、①緊急時
でも、自己防御とは別種類のヒューリスティ
ックス（進化と経験則から作られた簡便な行
動方略）が直観的に喚起されやすい点である。
「傍観者効果」(Darley & Latane 1970）の
議論を参考に、次のようなその具体例を挙げ
ることができる。 

A他人と一緒のとき、自然の異変に気づき
にくくなる。 

B仲間と一緒のとき、リスクを過小評価し
てしまう。 

C 非常事態のとき、情報収集や家族保護、
職務遂行などの社会的分業が強化される。 

D権威者や専門家、公式発表によって過度
の安心が生じる。・ 

E避難生活や災害で生き残ることに罪悪感
を覚える。 
このような避難失敗のリストを作成して
みると、②緊急時のヒューリスティックスの
多くは、必ずしも自然災害に適応しておらず、
むしろ集団間抗争において適応的であった
と考えられる。こうした着想は、C.ダーウィ
ンの指摘から導かれている。「一方の部族が 
勇敢で思いやりがあり 信頼できる構成員を
多く含み、その構成員がいつも互いに助け、
守り合うなら、この部族は成功し他方の部族
に勝利したであろう」(Darwin 1871)。この
ように集団間抗争をベースに心の成り立ち
を捉えようとする考え方は、近代化以前の社
会において、人間にとって最大の災害が戦争
/暴力であり、自然災害ではなったとする人類
学の知見（Keeley1996）と合致している。ま
た、チンパンチジーが人間の住む村のそばの
道路を横切るとき、群れの中心に母子を置い
て、偵察・先陣、見張り、しんがりという社

会的分業を行うとする霊長類学の知見（松沢
2006）との共通性も見て取ることができる。
緊急時に直観的に行う社会的分業によって
避難行動の遅延が生じていることは、東日本
大震災の津波避難行動のデータ分析（高橋
2016）においても示されている。 
さらにいえば、③現代社会では、車や携帯
電話、行政サービスなどの出現によって生活
空間の分断が進んできたために、緊急避難行
動がより複雑化している。このようにして、
本研究では、ヒトの心に根ざす進化心理学的
な脆弱性と、さらにそれが現代社会の生活形
態とミスマッチを起こしているという観点
から、新しい防災・減災科学の創出に挑戦し
ていくことにしたい。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、災害時の緊急避難行動に
みられるヒューマン・エラーを進化心理学の
観点から捉え直すことで、その基本特性およ
び制御方法を解明することにある。具体的に
は、災害時の人的被害が拡大する要因として、
情報収集や家族保護、職務遂行などの社会的
行動が自己防御より優先してしまう心理的
傾向を明らかにし、その進化的背景を探って
いく。 
このようなヒトの心の脆弱性は、①緊急時
でも、自己防御とは別種類のヒューリスティ
ックスが喚起されやすいこと、②その多くが、
自然災害ではなく集団間抗争によってデザ
インされたことに起因していると予想され
る。さらに、③現代社会では、自動車や携帯
電話、行政サービスの発達に伴って生活空間
の分断化が進んでいるために、緊急避難行動
が困難になっていると考えられる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、このようなヒトの心の脆弱性
と現代社会状況の関連に着眼して、新たな防
災・減災科学の創出に挑戦する。その際、マ
クロデータの2次分析と生理的指標を用いた
実験研究の2つの研究方法を用いることにし
た。具体的には、①東日本大震災における津
波避難行動に関する大規模データ（国交省の
避難行動調査と宮城県の避難者健康調査）の
2 次分析と、②アイトラッキングを用いた非
常時の認知と判断の歪みについての実験的
研究を企画した。しかしながら、②について
は、配分された予算額が少なかったため、断
念せざるを得なかった。そこで、アイトラッ
キングの代わりに、心拍計とアミラーゼ測定
器を用いた緊張場面での認知や選択の歪み
の測定を試みた。しかしながら、倫理的な制
約もあり、動画の提示による緊張場面の再現
自体が、なかなかうまくいかなかった。この
点に関しては、今後の研究で再挑戦を試みた
い。 
 
４．研究成果 
本研究の成果として、第 1に、緊急避難行



動が分析的判断ではなく、直観的判断にもと
づいて行われていることを明らかにした点
を挙げることができる。国交省の避難行動デ
ータにおいて、移動開始時間の違いに最も大
きな影響を与えているのは、津波到来につい
ての直観の有無であった（図 1 参照）。ラテ
ン語の直観tuereの由来のとおり、直観が「警
戒し保護する」という機能を果たしているこ
とがわかる。またそうした直観が、「揺れの
大きさ」などの体感要因だけに規定されてい
るわけではなく、生業や災害文化などにも影
響を受けているヒューリスティックな判断
であることが明らかになった。 

 
第 2に、避難行動の遅延要因として、職務
遂行や家族保護、社会的配慮、情報収集など
の社会的行動が大きく影響していることが
わかった。とりわけ、職務遂行や情報収集が、
避難開始を大きく遅らせていることがわか
った（図 2 参照）。インターネットや携帯電
話は、非常時の連絡手段であると同時に、大
規模災害時にはそれ自体がリスク要因とな
っていることが明らかになった。このことは、
自動車を用いた避難行動についても、同様の
ことが言えるだろう。 

 
第 3に、こうした緊急時の社会的行動には、
性差や年齢特異性がみられることを明らか
にした。全体としてみれば、職務遂行や情報
収集は男性で多く、家族保護や社会的配慮は
女性に多く見られた。「すぐに避難した」と

する回答は、70 歳代以上の男女で見られた。 
また、情報収集行動は 30 歳代と 60 歳代の男
性に典型的に多くみられ、「田んぼを見に行
く」等のスカウティング行動と同様の傾向が
示された（図 3 参照）。このように 2 つの年
代で多く見られる理由として、性選択と血縁
選択（自己犠牲の利益）が 2重に影響してい
ることが考えられる。 

 
 第 4に、被災後の避難生活においても、性
差や年齢特異性、地域文化などによって異な
ったリスク対応が見られ、心理的レジリエン
スの差異がみられることが明らかになった
（表 1 参照）。既往症や運動機会、社会的ネ
ットワークが心理的うつ傾向（K6 得点）に影
響している点は男女とも共通している。しか
し、男性では被災地域や生業が大きく影響し、
女性では住居移動が大きく影響する傾向が
みられた。これらの結果は、ヒトの心が小集
団適応をベースとしていることだけでなく、
リスクに対する脆弱性が、男女で異なってい
ることを示唆している。 
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